
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

熊本県知水

廃棄物の処理及び清婦に関す
処理計画の実施状況を報告します

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

(第 1 面)

" 業

提出名
住所熊本県宇士市築範町221番地

氏名菱ケミカル株式会社九州事業所熊本工場
工場長河野正年

(法人{、あては、名称及び代表者の氏名)
電話番丹 0964-22-0850

る法律第 12 条の 10 項の規定に基づき、 5年度の産業廃棄物

事業場の所在地

場 の

爪

名 動、

業

産業廃棄物処理計画におけ
期 問画計

三菱ケミカル株式会社九州事業所熊本1場

の

産業廃棄物処理計画における例標値

項阿

種

熊本県宇土市築籠町221番地

力和

類

6年6

化学工業

排

月17 臼

令和

への

量

出

ら再生利

業廃棄

年4

量

3, 184.50

用を行

物の

月

ら熱回収を

業廃棄物の

月標値

口から

口ら中問処Nにより誠世する

産業廃棄物の批

3.184.50

冑ら埋立て処分又
海洋投入処分を行
産業廃棄物の

叉事務処理欄

(臼本産業規格 A列4番)

八和 6 仟 3

全処理委託量

項珂

月31日

優良認定処理業者への

処理委託量

まで

生利

理

Π標値

用業

委

1忍定

処

3,184.50

^' i＼ 0)
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2.490.50
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計画の実施状況

不要物等発生量

有俊物母

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った爪

⑦宵ら中間処理によ1?減量した量

③+⑨月ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託批

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

r 実績値

1、 4則,05

1.464.05

1,464.05

1.464.05

0,00

0.00



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った量

⑤由ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら壕立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

0.00

0.00

764.81

52.99

764,81

0.00

0.00



計画の実施状況

不要物等発生量

有償物量

①排出量

②十⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら垤立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

1.00

0.00

18.31

18.31

18.31

0,00

0.00



計画の実施状況

不要物等発生量

有償物量

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った.

⑤自ら熱回収を行った」

⑦自ら中問処理により減垂した母

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託垂

⑫再生利用業名への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託垂

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

項目 実績値

415.能

0.00

0.00

415.62

415 62

415.62

0.00

0.00

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨
0.00



不要物等発生量

有償物母

①排出量

②十⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った瓜

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業名への処理委託量

実萩値

16.04

廃アルカリ

1.00

1.00

16,04

16 04

0.00

0.00

16,04



計画の実施状況

不要物等発生量

有償物量

①排出批

②+⑧廉ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託母

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

項月 実細値

319.20

廃プラスチック

319.20

319.20

319.20

0.00

0.00

0.00

0.00



計画の尖施状況

不要物等発生量

①排出量

②十⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全迅理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

項月

0.00

0.00

5.認

5.認

5.認

0.00

0.00

適接及び自ら
中間処理した1
処理委託量

⑩
5.認



計画の実施状況

不要物等発生量

(産業廃棄物の種類

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った垂

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

項月 実績値

0.80

金属くず

0.00

0.00

0,80

0 80

0.80

0.00

0.00

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨
0.00



計画の実施状況

有償物量

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処哩委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

0.00

0.00

0.51

0 51

0.51

0.00

0.00



計画の実施状況

有俄物量

①排出量

②+⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中問処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託垂

⑪優曳認定処理業者への処理委託母

⑫再生利用業者への処理委託挺

⑬熱回収認定業者への処理委託垂

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

項月 実績値

0.46

水銀使用製品

0.00

0.00

0.46

0.46

0.46

0.00

0.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨
0.00



1 翌年度の 6 岡 30 臼までに提出すること。

2 事業の種類の欄1'は、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 産業廃棄物処理,1画1、おける同標値の欄1、は、項同ごとに、産業廃棄物処理計画仁記載

した月標値を記入すること。

4 第 2 面 1'は、前年度の産業廃棄物の処理(、関して、 1 ~⑭の欄のそれぞれ 1・、 a)から Uの

に掲げる量を記入すること。

ω①棚当該事業場において生じた産業廃棄物の量

住)②欄 a)の量のうち、中問処理をせず直接自ら再生利用した量

得)③欄Ⅱ)の量のうち、小問処理をせず適接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

叫)④欄Ⅱ)の竜のうち、由ら中問処理をした産業廃棄物の当該中問処理前の量

伍}⑤欄 M)の量のうち、熱回収を行った量

卿⑥欄自ら中問処理をした後の扱

仟)@欄④の量から(6)の量を差し引いた扱

侶)@欄⑥の量のうち、由ら利用し、又は他人に売却した量

剛@欄⑥の批のうち、幽ら埋立処分及び海洋投入処分した量

00)⑩欄中問処理及び最終処分を委託した扱

(第3 面)

(11)⑪欄 aのの扱のうち、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃 1・関する法律施行令

第6条のU第2冉に該当する者)への処理委託量

U2)⑫欄 Uのの量のうち、処理業者への再生利用委託量

Ⅱ3)⑬欄Ⅱ0)の批のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律幸丸

第 15 条の 3 の 3 第 1 項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託母

Ⅱ4)

焼却処理委託扱

5 第2面の左下の表1、は、項冉ごと1、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃簗物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らか 1、しオ,占面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないごと

る処理業名へのテつて設置省以⑭欄 回収施の量のうち
ヨ
一
0 、し認 1をの外



出者の名称

事業の名称

内容年度

産業廃棄物処理計画実施状況報告書
三菱ケミカル株式会社九州事業所熊本工場工埠長河野正年 出者の住所

三菱ケミカル株式会社九州事業所熊本工場事業場の所在地

平成 年度5

廃棄物の種類

施行規則様式との対痔関係一

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック

紐くず

木くず

金属くず

士フスくず・コンクリートくず・陶磁鶚くず

水銀使用製品

がれき類

ぱいじん

自己再生
利用

A

自社内での処理状況

自己中問処理をする

1464.05

764.81

1831

415.62

16.04

319.20

自己最終
処分

B

自己中問
処理

②

(集計用シート)

能本県宇土市築籠町221番地

熊本県宇土市築籠町221番地

C

③

うち熱
回収

D

自己中間
処理後

残さ

④

588

080

051

0.46

E

⑤

自己再生
利用量

F

⑥

自己最終
処分

G

3.005.68

自己中問
処理

減化

⑧

H

委託
処理

委託先での処理状況

⑨

委託処理

優良認定
処理業者
への処理

委託

J

のうち委託先毎の

熱回収
認定業者

熱回収
以外の熱

認定業者
回収を行

への処理
う樂者へ

委託
の処理
委託

NM

再生利用
業者への
処理

委託量

⑩

1'46405

764.81

18.31

41562

16.04

31920

単位トン

K

2.293.86

⑪

1,464.05

52,99

1831

415.62

16.04

319,20

L

⑫

1,464.05

764.81

3,00568

⑬

18.31

5.88

080

051

046

415,62

1604

⑭

588

0.80

0.51

0、46

31920

5.88

3.005.68

0.80

0.51

0.46

、
⑦


